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１．研究計画の概要

本研究の目的は、ゴール指向性推論・選択
的注意・作業記憶の利用などの高次脳機能を
包括的に実現するエージェントを設計する
ことである。このような諸機能を設計者が作
りこむのは容易ではなく、例えばいつ何に注
意を向けるのがよいか、また、いつどのよう
な推論をしたらよいかなどをあらかじめ設
計者が決めておくのは困難である。そこで本
研究では、報酬最大化原理に基づきエージェ
ントが環境にあわせて自動的に必要な機能
を発現するように設計する。
このようなアプローチについては代表者

によるものを含めてこれまでにも既にいく
つかの研究がなされているが、本研究ではそ
れらを発展させ、複雑な機能であっても現実
的な時間内に発現できるよう、部分観測マル
コフ決定過程(POMDP)理論に基づく高性能
なモデル有り学習法を用いて高速な実装を
目指す。

POMDP に関しては近年よい解法が次々
と開発されてきているが、問題によっては満
足な解が得られないことも考えられる。これ
は予想される困難のうちで最も大きなもの
であるが、必要に応じて新たな手法や
POMDP 以外の解法も検討する。
また、環境モデルの学習手法としては代表

者が研究した経験のあるダイナミックベイ
ジアンネットワークの online 学習法を想定
しているが、online 学習は性能あるいは計算
量の面で問題がある可能性も考えられる。そ
の場合は batch 学習を採用するなど適切に対

処する。

２．研究の進捗状況

まず 1 年目は、「POMDP に基づくモデル
有り学習」を可能とする既存の手法を実装し、
有効性を調べる研究を行った。その結果、選
択的注意および作業記憶の利用については
簡単な問題を解くことに成功し、本研究のア
プローチが有効であることを確認すること
ができた。
しかしながら、ゴール指向性推論を始めと

して、本研究が実現目標として掲げているよ
うな複雑な機能を実際に実現するためには、
既存手法では学習に無駄な部分が多いため
学習時間がかかりすぎることが明らかとな
り、より学習効率の高い手法が必要であるこ
とが分かった。
そこで、2 年目と 3 年目では、より高性能

な手法の開発に取り組んだ。特に、階層性を
取り入れたモデル推定法およびその最適制
御法を研究し、理論的に優れた性質を持つ新
たな手法の開発に成功した。この手法は、環
境モデルの online 学習と、学習されたモデル
の最適制御とをどちらも階層的に行うもの
で、既存手法で扱うことが困難であった複雑
な環境を高速に学習および制御できること
を目指したものである。これについては、ま
ず簡単な問題を対象とした数値実験により
既存手法との性能比較を行い、どのような場
合に有効であるかを調べた。さらに性能の解
析も行い、どのような場合に本手法が有効で
あるかについて理論的に明らかにすること
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もできた。これらの結果については論文を準
備中である。

３．現在までの達成度
③やや遅れている。

（理由）
既存手法では十分な性能が出なかったた

め、残念ながら当初期待していた達成度から
は遅れている。しかし既存手法の不足部分を
補うことのできる新たな手法の開発には既
に成功しており、それを実際に用いることが
できる段階までには到達している。

４．今後の研究の推進方策

今後は、新たに開発した手法を具体的な問
題に適用する研究を行う計画である。特に、
選択的注意および作業記憶の利用、さらには
ゴール指向性推論機能を自動的に実現する
という問題にこの手法を適用し、既存手法と
比較してどの程度高速化できるかを調べる
予定である。
さらに、個々の機能だけではなく複数の機

能を同時に実現する問題も対象とする予定
である。「報酬最大化原理に基づいてエージ
ェントが環境にあわせて自動的に必要な機
能を発現するように設計する」という本研究
のアプローチは、個々の機能の実現と同じ枠
組みによって複数の機能を同時に実現する
こともできる点が長所の一つである。そのた
めこの長所が明確になるような結果を示す
ようにしたい。
平成 21 年度は職場を異動したため研究体

制の再構築に時間がかかってしまった面も
あったが、現在はおおむね完了している。新
たに他の研究者とのネットワークを広げる
こともできたので、今後はそれを活かして研
究を進めて行きたい。
平成 22 年度が本研究課題の最終年度であ

るが、研究目的を早く達成できるよう力を尽
くしたい。
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